
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
想
い

岩
槻
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

當
間
正
恵

同
窓
会
会
報
７
号
の
発
刊
に

寄
せ
て

１９
代
校
長

神
尾
通
明

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
の
ご
清
福
に
て
ご
活
躍
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

よ
り
当
会
の
運
営
・
活
動
に
何
か
と
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
同
窓
会
総
会
に
て
同
窓

会
長
に
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
當
間

正
恵
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
な
重
責
に

身
が
締
ま
る
想
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微

力
で
す
が
、
新
し
い
役
員
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
同
窓
会
の
発
展
に
寄
与
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
岩
槻
高
等
学
校
同
窓
会
は
、

過
ご
し
た
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も

同
じ
校
舎
で
青
春
を
謳
歌
し
た
者
同
士

が
一
致
団
結
し
、
母
校
の
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
在
校
生
の
学
校
生
活
及
び

課
外
活
動
及
び
環
境
整
備
に
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
会
で

す
。私

た
ち
同
窓
会
役
員
の
願
い
は
、
在

校
生
の
皆
さ
ん
に
学
校
生
活
の
中
で
多

く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
い
た
だ
き
、
豊

か
な
人
間
形
成
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
常
日
頃
思
っ
て
お
り
ま
す
。
振
り

返
れ
ば
、
私
た
ち
が
学
生
の
頃
、
手
塩

に
か
け
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
ご
恩
を

今
度
は
在
校
生
に
返
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ま
た
将
来
、
私
た
ち
の
次
の
世
代

の
同
窓
会
役
員
の
皆
様
に
こ
の
ご
恩
返

し
の
連
鎖
が
続
い
て
行
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

社
会
環
境
の
変
貌
と
と
も
に
、
学
校

教
育
の
在
り
方
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
昨
今
、
母
校
の
更
な
る
発
展
・
飛
躍

に
は
、
同
窓
生
一
人
ひ
と
り
の
母
校
に

対
す
る
愛
情
と
物
心
両
面
に
わ
た
る
支

援
・
協
力
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
同
窓
会
広
報

を
通
じ
、
同
窓
会
員
の
想
い
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
今
後
の
母

校
の
発
展
の
た
め
に
温
か
な
感
想
・
助

言
な
ど
ご
一
報
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
永
き
に
わ

た
り
同
窓
会
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
北
島
徳
治
前
会
長
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

平
成
25
年
4
月
に
赴
任
し
、
2
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
赴
任
直
後
、
岩
槻
区

の
各
中
学
校
の
校
長
先
生
方
か
ら
、「
岩

槻
高
校
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
わ
っ

た
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

5
年
ぶ
り
で
本
校
の
教
頭
と
し
て
戻
っ

て
き
た
三
ツ
井
教
頭
も
本
校
の
変
貌
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
本

校
は
伝
統
的
に
自
由
で
大
ら
か
な
校
風

が
持
ち
味
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
加
え

て
近
年
は
身
だ
し
な
み
や
時
間
を
守

る
、
積
極
的
に
挨
拶
を
す
る
等
、
け
じ

め
を
わ
き
ま
え
た
、
さ
わ
や
か
な
生
徒

が
多
く
な
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
こ

う
し
た
校
風
が
魅
力
の
一
つ
と
な
っ

て
、
今
年
の
夏
休
み
中
に
行
わ
れ
た
第

一
回
学
校
説
明
会
に
は
猛
暑
に
も
関
わ

ら
ず
8
0
0
名
近
く
の
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
9
月
6
日
㈯
に
行
わ
れ
た
文
化
祭

一
般
公
開
に
は
1
3
0
0
名
近
い
方
が

来
校
さ
れ
、
同
窓
生
も
1
3
0
名
を
超

え
る
方
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際

に
は
同
窓
会
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
岩
槻
高
校
で
は
朝
遅
刻
す
る
生

徒
は
1
日
平
均
す
る
と
全
校
で
2
〜
3

名
程
度
で
す
。
な
ぜ
な
ら
多
く
の
生
徒

は
8
�
20
に
は
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
登

校
し
、
8
�
30
か
ら
の
朝
学
習
を
行
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
定
期
考

査
近
く
に
は
多
く
の
生
徒
が
8
�
00
に

は
自
主
的
に
登
校
し
て
勉
強
を
す
る
ク

ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
校
生
活
に
前
向
き
な

姿
勢
で
取
り
組
む
生
徒
が
多
く
な
り
、

学
校
は
以
前
に
も
増
し
て
活
気
に
あ
ふ

れ
、
学
習
以
外
、
体
育
祭
、
文
化
祭
等

の
学
校
行
事
も
大
変
盛
況
で
、
良
き
伝

統
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
本
校
は
創
立
66
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
良
き
校
風
を
継

承
し
な
が
ら
充
実
し
た
教
育
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
教
育
が
行
え
ま
す
の
も
、

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
物
心
両
面
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
同
窓
会

の
皆
様
の
お
陰
と
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
北
島
前
会
長
に

は
本
校
教
育
の
発
展
に
い
ろ
い
ろ
と
ご

配
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
定
期
総
会
、
懇
親
会
は
前

年
度
を
上
回
る
参
加
者
の
熱
心
な
討
議

や
心
温
ま
る
親
睦
会
な
ど
、
充
実
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

役
員
ど
う
し
が
高
校
時
代
の
絆
で
今
も

つ
な
が
っ
て
い
る
様
子
や
高
校
時
代
○

○
先
生
（
現
在
は
某
高
校
の
校
長
）
に

恋
心
を
抱
い
て
い
た
話
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
翌
日
、
早
速
校
長
室
に
お
い
て
あ

る
歴
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
、

役
員
の
皆
さ
ん
の
高
校
生
時
代
の
様
子

を
見
て
は
当
時
の
様
子
を
想
像
を
思
い

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

数
年
後
、
本
校
は
創
立
70
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
節
目
に
向
け
て
岩
槻
高

校
の
発
展
に
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
皆
様
に
と
っ
て

も
70
周
年
は
ご
自
身
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
外
の
絆
を
確
認
し
合
う
大
き
な
節

目
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
在
校
生

と
共
に
心
を
新
た
に
前
進
で
き
ま
す
よ

う
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
ご
挨
拶
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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同
窓
会
の
主
な
活
動

平
成
25
年
度
及
び
平
成
26
年
度
の

同
窓
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
一
括

し
て
報
告
し
ま
す
。

同
窓
会
の
総
会
は
、
岩
槻
駅
東
口

の
ワ
ッ
ツ
に
お
い
て
開
催
し
、
前
年

度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
と

そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
事
業
計
画
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
を
議
題
と
し
、

す
べ
て
案
か
つ
に
ご
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
総
会
に
お

い
て
、
同
窓
会
会
則
の
一
部
を
変
更

す
る
議
題
が
提
案
さ
れ
、
入
会
金
を

「
金
8，
0
0
0
円
」
か
ら
「
金
5，

0
0
0
円
」
に
引
き
下
げ
る
改
正
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
が
行
わ
れ
、
北
島
会
長
の
提

案
す
る
新
役
員
案
が
承
認
さ
れ
、
新

た
な
役
員
体
制
が
定
ま
り
ま
し
た
。

①
主
な
行
事
に
つ
い
て

同
窓
会
の
年
度
あ
た
り
の
主
な
活

動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

4
月

会
計
監
査

5
月

定
期
総
会

7
月

第
1
回
役
員
会

議
事

文
化
祭
の
件

9
月

文
化
祭
に
同
窓
会
員
の
休

憩
所
設
営（
茶
菓
の
提
供
）

12
月

第
2
回
役
員
会

議
事

文
化
祭
の
報
告

次
期
総
会
の
件

翌
3
月

同
窓
会
入
会
式

卒
業
式
列
席

②
同
窓
会
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

�
学
校
に
対
す
る
補
助
事
業

同
窓
会
の
補
助
事
業
と
し
て
、

学
校
に
対
し
て
備
品
等
の
寄
附
を

実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、

学
校
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
同
窓

会
の
総
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
活
動
助
成
事
業
と

し
て
、
学
校
の
部
活
動
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
試

合
や
発
表
会
へ
の
遠
征
費
や
部
活

動
の
消
耗
品
等
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

�
同
窓
生
に
対
す
る
補
助
事
業

同
窓
会
の
補
助
事
業
と
し
て
、

同
窓
生
に
対
す
る
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

同
窓
会
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
ク

ラ
ス
会
の
開
催
を
案
内
す
る
際
の

郵
便
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。助
成
を
希
望
す
る
方
は
、

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
お
問
い
合
わ
せ
先

岩
槻
高
校
内

同
窓
会
事
務
局

担
当

新
島
教
諭

電
話

0
4
8‐

7
9
8‐7

1
7
1

③
文
化
祭
で
の
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

同
窓
会
で
は
、
毎
年
度
、
文
化

祭
に
参
加
し
、「
同
窓
会
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

冷
た
い
飲
み
物
や
お
菓
子
を
用

意
し
て
同
窓
生
の
休
憩
所
や
待
ち

合
わ
せ
場
所
な
ど
に
提
供
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

定
期
総
会
及
び
活
動
報
告

新
役
員
の
紹
介

会

長

當
間

正
恵（
昭
和
５７
年
卒
）

副
会
長

長
門

功（
昭
和
５２
年
卒
）

樋
口

美
保（
昭
和
５３
年
卒
）

須
田

浩（
昭
和
５７
年
卒
）

書

記

柴
田

好
枝（
昭
和
５７
年
卒
）

佐
藤

秀
子（
昭
和
５７
年
卒
）

会

計

手
島

秀
明（
昭
和
５６
年
卒
）

佐
藤

幸
子（
昭
和
５７
年
卒
）

幹

事

野
口

哲
央（
昭
和
４８
年
卒
）

尾
形

美
雪（
昭
和
５３
年
卒
）

田
口

正（
昭
和
５３
年
卒
）

滝
口

茉
由（
平
成
２６
年
卒
）

久
保

み
か（
平
成
２６
年
卒
）

監

事

小
原

久
美（
昭
和
５７
年
卒
）

橋
本

丈（
平
成
７
年
卒
）

顧

問

北
島

徳
治（
昭
和
４５
年
卒
）
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ク
イ
ズ
を
当
て
て

クク
イイ
ズズ
をを
当当
てて
てて

５
千
円

５５
千千
円円
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ
う
！

をを
ＧＧ
ＥＥ
ＴＴ
しし
よよ
うう
！！

私
は
、
高
校

時
代
に
生
徒
会

長
を
務
め
て
い

た
の
で
、
私
の

高
校
生
活
の
約

半
分
は
生
徒
会

に
費
や
し
て
い

ま
し
た
。
と
き
に
は
生
徒
会
活
動
を
す
る
こ
と
が
面

倒
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
続
け
て
い
く

う
ち
に
楽
し
く
な
り
、
最
終
的
に
は
生
徒
会
を
引
退

す
る
こ
と
が
嫌
だ
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
。
い
つ
も

生
徒
会
代
表
と
し
て
人
前
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
最
も
自
覚
を
持
っ
て
人
前
に
出
た
と
思
え

た
と
き
は
、
卒
業
式
で
答
辞
を
読
み
上
げ
た
瞬
間
で

し
た
。
今
、
振
り
返
り
、
改
め
て
生
徒
会
長
を
務
め

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
外
語
系
の
大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、

一
日
一
日
を
過
ご
す
こ
と
で
精
一
杯
で
す
。
高
校
時

代
が
と
て
も
恋
し
い
で
す
。

将
来
は
、
高
校
の
英
語
の
教
師
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
分
が
高
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

今
後
も
生
か
し
、
夢
を
叶
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
槻
高
校
を
卒
業
さ
れ
、
毎
年
、
多
く
の
同
窓
生

を
本
会
の
仲
間
と
し
て
お
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
が
ん
ば
る
同
窓
生

の
近
況
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
26
年
3
月
に
岩
槻
高
校
を
卒
業
さ

れ
、
新
た
に
本
会
の
会
員
と
な
っ
た
「
滝
口
茉
由
さ

ん
（
平
成
25
年
度
卒
）」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

…
…
滝
口
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
窓
会
へ
の
寄
附
募
集
に
つ
い
て

同
窓
会
で
は
、
運
営
費
に
充
て
る

た
め
、
次
の
と
お
り
会
員
の
皆
さ
ま

か
ら
の
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
口

１，
０
０
０
円
か
ら

同
封
の
「
振
込
用
紙
」
に
よ
り
最

寄
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
お
振
り
込
み

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。同

窓
会
の
運
営
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
同
窓
会
の
各
種
事

業
の
企
画
や
運
営
に
参
加
し
、
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

例

定
期
総
会
へ
の
参
加

文
化
祭
の
休
憩
所
の
企
画
・

運
営

同
窓
会
会
報
の
発
行

等
々
…

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
事
務
局

岩
槻
高
校
内

担
当

新
島
教
諭

電
話

0
4
8‐

7
9
8‐

7
1
7
1

同
窓
会
会
報
第
６
号
の
寄
附
募
集

に
応
じ
て
頂
い
た
方
（
応
募
順
）

中
村

郁
夫
様
（
昭
和
48
年
度
卒
）

細
野

幸
雄
様
（
昭
和
43
年
度
卒
）

中
田

辰
男
様
（
昭
和
46
年
度
卒
）

保
住

明
子
様
（
平
成
21
年
度
卒
）

為
永

良
弘
様
（
平
成
4
年
度
卒
）

関
根

久
子
様
（
昭
和
49
年
度
卒
）

今
西

泰
子
様
（
昭
和
48
年
度
卒
）

匿
名
希
望

（
旧
職
員
）

前
田

尚
夫
様
（
昭
和
59
年
度
卒
）

伊
東

央
様
（
昭
和
57
年
度
卒
）

若
谷

幸
子
様
（
昭
和
50
年
度
卒
）

加
藤

憲
一
様
（
昭
和
63
年
度
卒
）

小
寺

啓
太
様
（
平
成
20
年
度
卒
）

野
口

哲
央
様
（
昭
和
47
年
度
卒
）

白
鳥

靖
春
様
（
昭
和
47
年
度
卒
）

齊
藤

糸
子
様
（
昭
和
50
年
度
卒
）

天
笠

小
次
様
（
昭
和
50
年
度
卒
）

匿
名
希
望

（
平
成
2
年
度
卒
）

細
村

嘉
一
様
（
平
成
10
年
度
卒
）

松
本

敦
夫
様
（
昭
和
48
年
度
卒
）

松
本

幸
子
様
（
昭
和
50
年
度
卒
）

以
上
21
名
の
方
々
か
ら
、
合
計
十

万
三
千
円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
同
窓
会
会
報
第
7
号
へ
の
記

載
を
も
っ
て
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

①
景
品

５
千
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド

②
応
募
資
格

岩
槻
高
校

同
窓
会
員
で
あ
る
こ
と

③
応
募
期
限

平
成
２７
年
３
月
３１
日

（
当
日
消
印
有
効
）

④
応
募
方
法

次
の
事
項
を
郵
便
は
が

き
に
書
い
て
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
題
の
答
え
（
Ａ
、
Ｂ

又
は
Ｃ
の
記
号
）

▼
〒
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
又
は
卒
業
年
度

⑤
当
選
者
数

１０
人

※
同
窓
会
役
員
会
で
厳
正

に
抽
選
し
ま
す
。

⑥
問
題岩

槻
駅
の
両
ど
な
り

の
駅
の
組
合
わ
せ
で
正

し
い
も
の
は
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
ど
れ
で
す
か
？

Ａ

豊
春
駅
�
岩
槻
駅
�

七
里
駅

Ｂ

東
岩
槻
駅
�
岩
槻
駅

�
七
ケ
里
駅

Ｃ

東
岩
槻
駅
�
岩
槻
駅

�
七
里
駅

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
い
ず

れ
か
の
記
号
で
お
答
え

く
だ
さ
い
。

⑦
応
募
先

〒
３
３
９‐

０
０
４
３

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区

城
南
１
丁
目
３
番
３８
号

岩
槻
高
校
同
窓
会
事
務
局

内

懸
賞
ク
イ
ズ
係
あ
て

※
当
選
の
発
表
は
、
景
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
取
得
し
た
個
人
情
報

は
、
景
品
の
発
送
の
た

め
に
利
用
し
、
そ
の
他

の
目
的
で
は
一
切
利
用

し
ま
せ
ん
。

岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩
高高高高高高高高高高
同同同同同同同同同同
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
生生生生生生生生生生
がががががががががが
んんんんんんんんんん
ばばばばばばばばばば
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
まままままままままま
すすすすすすすすすす
！！！！！！！！！！

次
の
問
題
に
正
解
で
き
た
方
か
ら
抽
選
で

豪
華
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

会
員
紹
介

平成27年2月20日発行（3）第7号
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今
年
度
は
専
門
学
校
進
学
が
減
り
、

大
学
進
学
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。
上
位

校
と
し
て
は
、国
公
立
大
学
に
3
名
、明

治
大
学
に
1
名
の
合
格
と
、
他
の
進
学

校
に
負
け
な
い
実
績
を
残
し
て
く
れ
た

生
徒
も
い
ま
し
た
。
女
子
の
4
年
制
大

学
進
学
も
確
実
に
増
加
し
て
お
り
、
進

路
占
有
率
も
50
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
度
差
の
見
ら
れ
た
普
通

科
と
国
際
文
化
科
の
志
望
動
向
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
的
な

困
難
も
、
奨
学
金
制
度
や
育
英
制
度
を

上
手
に
利
用
し
克
服
し
て
い
ま
し
た
。

専
門
学
校
進
学
の
場
合
は
、
良
好
な

授
業
内
容
、
就
職
状
況
が
確
認
で
き
た

学
校
を
選
ぶ
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
学
校
見
学
に
行
っ
て
し
ま

う
前
に
、良
質
な
専
門
学
校
か
ど
う
か
、

必
ず
担
任
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

就
職
は
前
年
よ
り
若
干
増
加
し
ま
し

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
か
、
求
人

状
況
は
し
だ
い
に
よ
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

在
校
生
の
進
路
希
望
も
、
進
学
希
望

者
の
比
率
が
大
変
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
将
来
を
見
据
え
て
、
よ
り
高
度
な

知
識
や
技
能
を
獲
得
す
る
目
標
を
持
っ

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
進
路
指
導

計
画
に
基
づ
き
、
各
学
年
の
担
任
団
や

進
路
指
導
部
が
相
談
や
援
助
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

今
春
の
主
な
合
格
先

〈
大
学
〉
の
べ
合
格
�
2
2
9
名

実
数

�
1
6
7
名

埼
玉
大

長
崎
大

埼
玉
県
立
大

青
山
学
院
大

亜
細
亜
大

跡
見
学
園
女
子
大

大
妻
女
子
大

神
田
外
語
大

共
立
女
子
大

工
学
院
大

國
學
院
大

国
士
舘
大

駒
沢
大

駒
沢
女
子
大

十
文
字
学
園
女
子
大

城
西
大

専
修
大

大
正
大

大
東
文
化
大

拓
殖
大

千
葉
工
業
大

帝
京
科
学
大

帝
京
大

東
海
大

東
京
家
政
大

東
京
家
政
学
院
大

東
京
経
済
大

東
京
国
際
大

東
京
電
機
大

東
洋
大

独
協
大

二
松
学
舎
大

日
本
工
業
大

日
本
大

日
本
女
子
体
育
大

日
本
社
会
事
業
大

日
本
薬
科
大

文
教
大

明
治
大

目
白
大

立
正
大

麗
澤
大
な
ど

〈
短
大
〉
の
べ
合
格
数
�
39
名

実
数

�
38
名

青
山
学
院
女
子

大
妻
女
子

共
立
女
子

国
学
院
大
栃
木

国
際
学
院
埼
玉

埼
玉
純
真

実
践
女
子

淑
徳

昭
和
音
大

女
子
栄
養
大

聖
徳
大

貞
静
学
園

東
京
成
徳
な
ど

〈
専
門
学
校
〉
進
学
数
66
名

（
内

看
護
医
療
系
14
）

さ
い
た
ま
市
立
高
等
看
護

春
日
部
市
立
看
護

北
里
大
看
護

な
ど

〈
就
職
〉
16
名

埼
玉
県
警

警
視
庁

川
口
市
消
防

イ
オ
ン
な
ど

平
成
２６
年
度

部
活
動
成
績

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
成
績
が

学
校
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
紙
面
の
関
係

で
省
か
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

運
動
部

陸
上
部

�
学
総
体
南
部
地
区
予
選
会

砲
丸
投
げ

西
海

克
則

5
位

�
学
総
体
県
大
会

砲
丸
投
げ

西
海

克
則

16
位

�
国
体
南
部
地
区
予
選
会

砲
丸
投
げ

西
海

克
則

3
位

�
さ
い
た
ま
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

一
般

男
子
5
0
0
0
ｍ

坂
之
上
遼
太

3
位

高
野

拓
海

5
位

男
子
テ
ニ
ス
部

�
県
公
立
高
校
大
会

団
体
戦

3
位

�
関
東
公
立
高
校
大
会

団
体
戦

関
東
12
位

�
南
部
地
区
大
会
団
体
戦
1
部
リ
ー
グ
4
位

女
子
テ
ニ
ス
部

�
南
部
地
区
大
会

2
部
リ
ー
グ
優
勝
（
1
部

リ
ー
グ
昇
格
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

�
新
人
大
会
南
部
地
区
大
会

団
体
戦

2
位

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ベ
ス
ト
16
（
13
位
）

文
化
部

吹
奏
楽
部

�
埼
玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞

�
埼
玉
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞

�
関
東
オ
ー
プ
ン
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞

�
埼
玉
県
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞

華
道
部

�
小
原
流
東
京
地
区
学
年
い
け
ば
な
競
技
会

・
佳
作
入
賞

2
年

加
藤
果
歩
・
田
口
真
帆

軽
音
楽
部

�
尚
美
大
学
「
軽
音
夢
祭
り
」
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
賞

2
年
バ
ン
ド

T
O
N
N
Y

�
埼
玉
県
軽
音
楽
連
盟
コ
ン
テ
ス
ト
予
選（
東
）

優
秀
賞
3
年
バ
ン
ドFOREST

GIRLS

�
お
じ
ま
ち
小
江
戸
夏
祭
り
高
校
軽
音
楽
コ
ン

テ
ス
ト

優
勝

2
年
バ
ン
ド

T
O
N
N
Y

書
道

�
埼
玉
県
硬
筆
中
央
展

推
薦
証
2
、
特
選
賞

5
�
第
30
回
高
円
宮
杯
日
本
書
道
館
書
写
書
道
大

展
覧
会

・
日
本
武
道
館
賞

3
年

福
澤
春
香
、
2
年

大
竹
百
香
、
1
年

須
﨑
莉
里
花

・
大
会
奨
励
賞

3
年

飯
山
紗
那
・
大
栗
真

喜
、
2
年

川
邊
由
季
・
小
久
保
沙
希
子
・

富
樫
美
紅

�
埼
玉
県
硬
筆
展

・
推
薦
賞

3
年

福
澤
春
香
、
2
年

小
久

保
沙
希
子

・
特
選
賞

3
年

飯
山
紗
那
、
2
年

川
邊

由
季
・
工
藤
汐
莉
・
大
竹
百
香
、
1
年

魚

瀬
ひ
い
ろ

・
優
良
賞

2
年

富
樫
美
紅
、
1
年

本
間

映
美
、
東
山
優
花

私
事
で
す
が
、
昨
年
オ
ー
ル
電

化
の
家
を
建
て
ま
し
た
。
エ
コ
給

湯
す
ご
い
で
す
。
エ
コ
だ
け
に
電

気
代
が
大
変
節
約
に
な
り
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
で
掃
除
洗
濯
は
大
変

だ
け
ど
快
適
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
た
ま
に
は
、
温
泉
に
で
も
行

っ
て
の
ん
び
り
し
た
い
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。
新
役
員
の
皆
さ

ん
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
Ｎ
）

編
集
後
記

岩槻高校同窓会ホームページ http : //www.iwatsuki-koukou-dousoukai.jp
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